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場   所 豊 能 町 役 場 議 場 

出 席 議 員 １４名 

       １番 野村 剛志      ２番 管野英美子 
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会 計 管 理 者  川上 和博      教育総務課長  塩山 博之 

 

本会議に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議会事務局長  乾  利昭      書 記  杉田 庄司 

書 記  増田  稔 
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      第５４号議案 豊能町公共下水道水洗便所改造資金貸付基金 
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                件に対する付帯決議 
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開議 午後１時００分 

 

○議長（竹谷 勝君） 

  皆さん、こんにちは。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「総務建設水道常任委員会の閉

会中の所管事務調査の報告について」並び

に日程第２「福祉教育消防常任委員会の閉

会中の所管事務調査の報告について」以上

２件を一括議題といたします。 

  本件に対する各常任委員会の報告を求め

ます。 

  総務建設水道常任委員会岩城重義委員長。 

○総務建設水道常任委員会委員長（岩城重義

君） 

  それではただいまより総務建設水道常任

委員会所管事務調査の報告をいたします。 

  日時は平成２６年１１月１０日から１１

日にかけて２日間で行いました。場所は香

川県多度津町そして香川県の小豆島町を訪

れました。参加者は委員７名全員参加、随

行者は理事が石田部長、高部長、内田部長

の３名と乾事務局長の４名でございました。 

  視察の目的としましては、豊能町の農業

は現在担い手不足などさまざまな事情で耕

作されていない農地がふえています。その

対策としてふれあいファームとか高齢者学

習農園の事業を行い、耕作されてない農地

を活用し、基本的な農業知識を学ぶ学習農

園を開講しています。またボランティアグ

ループの農のふるさと協力隊への支援を行

い、高山地区での耕作放棄地となった約３

６ヘクタールの田んぼを整備し、高山の棚

田の景観保全に努めているところでありま

す。そして豊能町にはなにわの伝統野菜１

７種類のうち高山ゴボウと高山の真菜の２

種類が入っており、府内の市町村でなにわ

の伝統野菜を２種類以上の原産地となって

いるのは大阪市のほか豊能町だけとなって

います。高山ゴボウは色が色黒ですが香り

がよくとてもやわらかいのが特徴でありま

す。最近は栽培農家が少なくなり貴重な野

菜となっております。豊能町は府内ではか

なりの高地に位置し、生産される農作物は

味のよさが際立っています。しかしながら

後継者不足による耕作されない農地の問題

は深刻なものであります。このようなさま

ざまな問題を解決するために先駆的な事業

を展開している多度津町と小豆島町の施策

を調査することになりました。 

  調査先の多度津町は平成６年に香川県に

大渇水が起き、取水制限率７５％と長期的

な水不足を記録しました。多度津町も産業

や特に農業に大きな影響があり、以後毎年

のように渇水による水不足に悩まされてお

りました。このような経験を踏まえ、下水

道再生水を利用し安定した農業用水を確保

することができるようになったということ

であります。また、農業の活性化、棚田の

景観保全とあわせて、この問題の解消のた

めに定住人口増加策と農家の高齢化などで

景観の継承が危ぶまれている棚田を、全国

から募った会員に耕作してもらうというオ

ーナー制度で成功している小豆島町を選択

したわけであります。 

  視察の結果としましては、多度津町にお

いて事業活動を実施する上で苦労した点と

して、国土交通省の水環境創造事業また環

境省の水空間再生施設整備事業、農林水産

省の農業用水再生対策事業及び香川県共同

事業として３省１県にまたがり関係事業に

ついて補助を得る中、各省の制度による規

制がかかり、その際その協議申請等に３年

間を費やしたことでありました。また下水
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道処理水を農業用水として利用するに当た

り、各地元水利組合また農業従事者の理解

を得るための事業の説明会を多く開催し、

全戸の同意が得ることができたということ

でございました。これにより何とか農業用

水の確保も十分できるようになったとのこ

とでありました。 

  次に小豆島町におきましては、中山地区

は農村歌舞伎が行われる千枚田を中心に伝

統文化が息づく地域でありました。近年は

瀬戸内国際芸術祭の会場や映画の「八日目

の蝉」のロケ地になるなど観光客からも注

目を集め、千枚田が魅力ある地域の宝であ

ることがきっかけとなり、住民ら１６人で

小豆島町中山棚田協議会を発足させ環境の

保全に努められておりました。棚田オーナ

ー制度を設け、多くの人の支えで千枚田の

保全の活動が行われております。町も農林

水産課に棚田課を設け協働して協議会の取

り組みを後押しをしております。予算計上

もやっておりました。地域を愛し自分たち

の責任で宝を守っていこうという意識が高

い、また担い手の確保なども課題が多いで

すけども、耕作放棄地を抑止するモデルに

なる可能性を秘めているものと感じました。 

  以上、簡単でございますけども大変よい

視察となったと思いますことを報告しまし

て報告といたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  次に、福祉教育消防常任委員会永並啓委

員長。 

○福祉教育消防常任委員会委員長（永並 啓

君） 

  こんにちは。永並啓です。 

  それでは、福祉教育消防常任委員会の所

管事務調査の報告をさせていただきます。 

  福祉教育消防常任委員会では１１月５日、

６日にかけて委員全員で、あと随行者とし

て教育長と保健師長、あと事務局のほうか

ら増田さんに随行いただき行ってまいりま

した。静岡県富士宮市におきましては、地

域包括支援について、東京都羽村市に小中

一貫教育について調査を行ってきました。

今回の視察を行うに当たりまして、委員で

まず目的について話し合い、今後豊能町が

直面する問題として小中一貫教育について

と、現在直面している問題として地域包括

支援についてを目的に決めました。そして

まず豊能町における現状把握のために担当

課に御協力をいただき、豊能町における現

状を説明していただきました。その結果、

地域包括支援において先進地である富士宮

市と、三つの中学校区で施設隣接型と施設

分離型の小中一貫教育を進めている東京都

羽村市に決定させていただきました。随行

者といたしまして、行政のほうからは小中

一貫教育についてはこれから豊能町が決め

ることですので、意志決定にかかわる立場

である教育長そして地域包括支援について

は豊能町でも現在進行形で抱えていること

でありますので、現場の最前線である保健

師長に随行をお願いいたしました。 

  まず富士宮市におきましては、一人の若

年性認知症の方に対する支援のあり方につ

いて説明を受けました。富士宮市では、地

域包括支援センター、介護事業所、地域住

民、キャラバンメイト、医療のネットワー

クが構築されているためたった一人の問題

に対しても富士宮全体で取り組むことがで

きていました。介護サービスを当て込むだ

けではだめで、地域の中で生活していくこ

とが重要で、本人本意の支援体制の構築を

することが重要とのことでした。地域での

支援ネットワークは、見守りが必要な高齢

者のためでもなく、要介護高齢者のためで

もなく、ひとり暮らしの人のためでもなく、

広く地域住民のため、将来の自分のために

あるという視点が大切ということでありま
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した。 

  もう１点注目すべき点は、富士宮市は昔

から福祉に力を入れていたわけではなく、

たった８年でここまで来たという現実であ

ります。そこには熱意のある一人の職員と、

その熱意を受けとめる上司やトップの存在

がありました。認知症サポーターの数も８

年で講座を２８９回開催し、延べ１万人を

超えるに至りました。今では子どもたち向

けのサポーター養成講座も行っており、ま

さに世代を超えて富士宮市全体で見守って

いるということが伝わってまいりました。 

  羽村市におきましては、学力向上、中一

ギャップの解消、不登校出現率の増加など

から小中一貫教育を検討し、平成２３年度

から施設隣接型を１校、平成２４年度から

施設分離型を２校実施していました。小学

校から中学校までの９年間を小１から小４

までの前期、小５から中１までの中期、中

２から中３までの後期の３段階に分け、系

統のある、つながりのある指導を行ってい

ました。 

  特色ある教育といたしまして、英語教育、

郷土学習を行う羽村学、キャリア教育と位

置づけられた人間学、さらに家庭教育の重

要性から親学を特色ある教育として位置づ

けていました。 

  英語教育では小１から全校で英語教育を

行い、大学とのインターンシップを活用し

たりしていました。 

  羽村学では地域の歴史や文化を理解する

だけでなく、地域を愛する人材育成、地域

に貢献する人材育成という観点から、子ど

もたちによる花いっぱい運動や救命救急講

習、防災訓練への参加なども行っておりま

した。 

  小中一貫教育の特徴的な取り組みとして

は、小学校・中学校間の相互乗り入れ事業、

小中の教員の交流を行っていました。それ

によりお互いの指導内容、方法を知ること

もできますし、子どもたちのレベルもわか

りますので一貫した教育につながるという

ことでありました。 

  また授業だけではなく班活動や部活動な

どを通じて児童・生徒の交流を行っていま

した。中学校３年生が小学校３年生を教え

るリトルティーチャー制度など特徴的な取

り組みを実施していました。 

  また今回の結果、新たな課題も見えてき

ました。地域包括支援につきましては、い

かに住民の皆さんの協力を得ていくのかと

いうこと。小中一貫教育については豊能町

においては羽村市のようにいろいろなパタ

ーンで実施することはできませんので、ど

のように学校を再配置するのか事前の調査

が非常に重要になってまいります。豊能町

の未来につながる学校の再配置ができるよ

う、新たに見えてきた課題を委員全員で課

題解決に向け取り組んでいきたいと思いま

す。 

  最後に、今回の視察に当たり、事務局、

担当部署など多くの方の協力のもと無事に

終わることができました。ありがとうござ

いました。 

  以上で視察報告を終わります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第３、第４７号議案から第６０号議

案までを議題といたします。 

  これに対する各常任委員会の報告を求め

ます。 

  総務建設水道常任委員会岩城重義委員長。 

○総務建設水道常任委員会委員長（岩城重義

君） 

  それでは、平成２６年第５回定例会総務

建設水道常任委員会の報告を行います。 

  出席者は７名全員であり、委員外出席は

橋本副議長に参加をいただきました。 

  第１、第４８号議案、豊能町税条例等改
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正の件につき、提案説明の後質疑に入り、

この改正に関するシステム改修費用は幾ら

かとの問いに対し、７７万円の見積もりと

なっていますとの答弁でございました。 

  また本町で軽自動車の比重がふえている

と思うがどうなのかとの問いに対しまして、

５０ｃｃ及び９０ｃｃのバイクは減ってい

ますが軽自動車はふえているのが現状であ

りますとの答弁でございました。 

  また施行期日が子ども・子育て支援法の

施行日となっているものがあるがどういう

ことかという問いに対しまして、子ども・

子育て支援法の施行の日に事業所となって

いるところの固定資産税を非課税措置とす

るものですとの答弁でございました。 

  討論なし、採決は挙手全員で可決されま

した。 

  次に第５１号議案、豊能町下水道条例改

正の件であります。 

  提案説明の後質疑に入り、平成１９年度

及び平成２２年度の改定率はどうなってい

たのかとの問いに対しまして、平成１９年

度は２9.９８％、平成２２年度は３6.３

２％ですとの答弁でございました。 

  また今回の引き上げによる影響額はとの

問いに対しまして、一般家庭の場合月当た

り税込みで2,１４９円から2,５９２円とな

り、４４３円の増となりますとの答弁でご

ざいました。 

  さらに一般会計からの繰入金を継続する

ことにより値上げを先延ばしすることはで

きないのかとの問いに対しまして、下水道

の収支を見ますと平成２７年度から赤字に

転落するため、それを防ぐためには受益者

負担の増が必要であると考えました。また

町の財政健全化推進プランにより来年度か

ら基準外繰入金はなくなりますが、仮にあ

ったとしても他の負債等もあり下水道会計

は厳しい状況であり、平成３０年度まで黒

字を保てるような値上げの額となっていま

すとの答弁でございました。 

  また歳出の削減の取り組みと今後につい

てはどうなのかとの問いに対しまして、平

成１６年７月に上下水道の統合により人件

費の削減を行いました。その他主なものと

しては水路清掃や除草の委託から直営への

切りかえ、またマンホールポンプ設備点検

の隔年化等により経費の節減を行いました

との答弁でございました。 

  さらに近隣市町村の繰入金の内容はわか

っているのかとの問いに対しまして、他市

町の状況はどこの市町村も下水道会計が厳

しい状況であり、足りない場合は一般会計

から繰り入れている場合もありますとの答

弁でございました。 

  さらに水道事業自体の民間委託は考えて

いないのかとの問いに対しまして、全国的

及び世界的では見られておりますが、問題

が多いと聞いておりますが、検討はしてい

きますとの答弁でございました。 

  さらにこの値上げは定住化施策や人口を

ふやす施策に相反することにならないかと

の問いに対しまして、公共料金の値上げは

住民に負担をかけることになりますが、下

水道整備は町の景観を保つことにつながり、

下水道を維持することが長い目で見ると町

の魅力の保持につながると考えていますと

の答弁でございました。 

  賛成討論一つ、反対討論一つございまし

て、採決に入り、挙手多数で可決いたしま

した。 

  次に第５４号議案、豊能町公共下水道水

洗便所改造資金貸付基金条例廃止の件でご

ざいます。提案説明の後、質疑なし、討論

なし、採決は挙手全員で可決されました。 

  次に第５５号議案、平成２６年度豊能町

一般会計補正予算の件につき、提案説明の

後質疑としまして、今回の補正予算に入っ
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ている箕面グリーンロード及びバス助成交

付に係る人件費は幾らかとの問いに対しま

して、総額１９２万9,０００円であり、内

容は非常勤職員報酬、時間外勤務手当、管

理職特別勤務手当でありますとの答弁でご

ざいました。 

  さらに土砂崩落に関する費用は本来大阪

府で対応すべき問題であり、町の負担にな

らないように求める必要があると思うがど

うかとの問いに対しまして、府と町とで役

割分担についてこれまで何度も協議を重ね

て今ここに至っております。町の支出を減

らすことについては求めておりますが、正

式な回答は現在もらっていませんとの答弁

でございました。 

  討論なし、採決は挙手全員で可決されま

した。 

  次に第５９号議案、平成２６年度豊能町

下水道事業特別会計補正予算の件でござい

ます。 

  提案説明の後質疑なし、討論なし、採決

は挙手全員で可決されました。 

  次に第６０号議案、平成２６年度豊能町

水道事業会計補正予算の件につき、提案説

明の後質疑に入りましたけども、質疑なし、

討論なし、採決は挙手全員で可決されまし

た。 

  閉会は午前１１時２８分でありました。 

  以上で総務建設水道常任委員会の報告を

終わります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  次に、福祉教育消防常任委員会永並啓委

員長。 

○福祉教育消防常任委員会委員長（永並 啓

君） 

  平成２６年第５回定例会、福祉教育消防

常任委員会を、１２月１２日、午前９時３

０分から開会いたしました。委員全員出席

のもと開会されました。 

  委員外出席として竹谷勝議長に出席をお

願いいたしました。欠席委員はなしです。 

  それでは報告をさせていただきます。 

  まず、少し長くなりますのでよろしくお

願いいたします。 

  まず、第４７号議案、豊能町保育の必要

性の認定の基準を定める条例制定の件につ

きまして、質疑といたしまして、緩和を緩

くするのになぜ１年待つ必要があるのかと

いう質疑に対し、受け入れ体制の都合で一

気に緩和をすると入所者がふえるという可

能性があり、施設の許容範囲もあるためで

すという答弁でありました。 

  この間、１年の緩和措置の間、様子を見

るだけでは実態はわからないと思うが、小

まめにアンケートをとるなどのことは考え

ているのかという質疑に対し、アンケート

をとる予定は今、事務局内でも検討をしか

ねているところですが、平成２７年度入所

締め切りが終わりましてその入所の状況を

見ながら進めていきたいと考えているとい

う答弁でありました。 

  続きまして、既に平成２７年度の保育所

の入所の案内は１２０時間ではなく既に９

６時間とされている。この認定の分も別に

今の条例にのっとらずにもう先にしている。

これを今出してくる必要があるのか。条例

が認められていないのに先に行うことの必

要性はということに関しまして、質疑に対

しまして、その件につきましては課として

も十分検討しまして、ただ募集時期と１２

月議会との時間のずれがあり、国のほうか

らおりてくるのが遅かったというところで

保護者説明会をしないと来年度の保護者の

予定が立たない。例年９月、１０月に保護

者説明会をしていますが、それをおくらせ

て１１月にさせていただきました。その中

でやむを得ず冊子を配らせていただいたん

ですが、その最初のところに、この御案内
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は現時点での予定であり、今後内容が変更

する場合がございますということで、保護

者が来年度に向けてやはり準備があります

のでその部分でそういう御指摘を受けるだ

ろうとは思いましたが、予定という言葉を

入れながら提案させていただいたという答

弁でありました。ほかにこの１年間の経過

措置に関しまして基本的に待機児童がたく

さんあるようなところはこういう経過措置

は設けるべきであるが、豊能町においてこ

の経過措置が本当に必要なのかという質疑

に対しまして、答弁といたしまして、他市

町村を見ますと１２０時間という設定をし

ているところがほぼありません。そして豊

能町の基準がとても厳しかったというのが

あります。その部分で一気に６４時間まで

下げるというのもなかなか予想がつかない

というところがあります。ただ昨今の状況

を見ていますと、幼稚園で預かり保育を５

時まで実施しましたところ、保育所で５時

まで預かるとか短時間で預かっておられた

方、幼稚園でも十分賄えるということで幼

稚園に保育所のほうから動かれる方も出て

きています。保育所から幼稚園へという動

き、５時まで預かってもらえるんだなとい

うことで、そういう部分で短時間の方につ

いては今、幼稚園のほうが利用できるのか

なというところもあり、一気に６４時間ま

で下げずに今回の提案、一段階緩和という

ことで９６時間という緩和措置をとらせて

いただきましたという答弁であります。 

  ほかに質疑といたしまして、ここ数年の

出生率を教えてもらいたいという質疑に対

しまして、今までの出生数でゼロ歳児とま

とめているところでいきますと、平成２５

年度が５９人、平成２６年度が５９人、平

成２７年度からは推計なんですが５９人、

平成２８年度からは５７人、５４人、５２

人、５０人と減っていくのではないかとい

うシミュレーションはしていますという答

弁でありました。 

  ほかに、ファミリーサポート制度は今ど

れくらいの御家庭が御利用されているのか

という質疑に対し、ファミリーサポート事

業ですが、昨年度は３種類の会員の方がお

られまして、まず預かってあげようという

援助会員が１０名おられました。預かって

もいいし、自分の子どもも預かってほしい

という両方の会員の方が４８名で、合わせ

ると、預かってあげてもいいという方が５

８名おられました。その中で依頼された会

員は４４名でした。今年度は援助会員の方

は１０名から１４名にふえました。それか

ら両方預かってほしいもしくは預かってあ

げるという方は４８名から５９名にふえ、

合わせて７３名ということになりました。

今年度は大分拡充されました。預かってほ

しいという方は徐々にふえていっていると

いうのが現状であります。 

  討論といたしまして、一つ賛成の討論が

ありました。一つは、保護者への周知を先

にしながら議会に議案を提出してくる、こ

の進め方については決して許されるもので

はない。そのあたりについては今後そうい

うことのないように必ずお願いしたいと思

う。 

  あと、就労時間の１２０時間から９６時

間ということで１年間の経過措置をとる、

このことについても委員会の中でさまざま

な議論があった。その点について６４時間

に向けて平成２８年度から実施されるので

あれば、今の平成２６年度、平成２７年度

のうちにしっかりニーズを把握しながら打

てる対策は全て打ち、平成２８年度の募集

に備えることはしっかりしていただきたい

と思う。本来なら６４時間にすべきだとい

うことで反対したいところではあるが、も

う既に保護者への周知等々をし、またもう
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募集も締め切っているということから、そ

こは混乱を招くということから、今回は賛

成したいと思うという討論でありました。 

  採決の結果、挙手全員で可決されました。 

  続きまして、第４９号議案、豊能町立留

守家庭児童育成室条例改正の件につきまし

て、質疑といたしまして、３年生までだっ

た留守家庭児童育成室の条件が、希望する

児童は６年生まで利用できるようになると

いうことでよいのかということに関しまし

て、そのとおりですということでありまし

た。 

  そしてこれらのニーズ調査はされたのか

という質疑に対し、現在のところ１年生か

ら３年生までの募集をしており、今回のニ

ーズ調査の中で４年生から６年生につきま

して平成２７年度アンケートの中で６５名

という人数の調査が出ています。実際この

数が本当に、今３カ所開いているわけです

が、１カ所２０名増というのが対応できる

のかどうかというところが懸念されており

ましたが、今回１教室を学校からお借りし

まして育成室の部屋を広げて対応できると

いうふうに考えましたので、今回の提案を

させていただきましたという答弁でありま

した。 

  このアンケートは無記名ということかと

いう、本来であれば学校ごと、学年、どこ

の学校の何年生がというところぐらいまで

はアンケート調査の内容に加えていいので

はないかという質疑に対し、今回、子ど

も・子育て審議会のほうで実施したニーズ

調査は無記名で、その辺が把握できないア

ンケートになっているという答弁でありま

した。 

  ほかに、人数がふえることによる体制、

見る側の体制はどのように強化されるのか

という質疑に対し、現在定数に対して２名

の非常勤を配置しています。それにつきま

しては４０名までも２名という体制になり

ます。ただ、学校の余裕教室を使いますの

で今までの育成室と離れるというところが

ありますので、それについては時間によっ

て２カ所に分かれると人手が倍要りますの

で、育成室は５時までは使わない。５時ま

では学校の教室をお借りして４０名という

定員を設定しそこで見ると。そして５時を

回りますと児童数が減りますので以前の育

成室を使い対応したいと考えている。その

ため現在でも非常勤職員の人数は２名とい

うことで変わらないという答弁でありまし

た。 

  ほかに、４０名の子どもを２人で見る、

これは限界だと考えている。高学年だった

ら見れることもできるが、低学年の子らが

子どもたちだと２名で見るというのは非常

に難しいのではないかと思う。費用のこと

もあるだろうが、子どもの安全を確保する

という意味でこれで十分だというふうに判

断されているのかという質疑に対し、答弁

といたしまして、やはり高学年のお子さん

と低学年のお子さんを預かるというところ

で、遊びの質とか行動、動きが違うという

ところはとても懸念しています。その分に

ついては今後非常勤をふやすとかという対

応を検討していくということであります。

来年度予算になりますが考えていきたいと

思っていますという答弁でありました。 

  今回、３年生から先、高学年を預かるこ

とになります。今プログラムの問題ではあ

りますが、やはり教育というものは適時性

の問題が重要であります。新しいメニュー

というかカリキュラムみたいなものはどう

なっているのかという質疑に対し、高学年

を今回受け入れるということで、高学年に

つきましては同じプログラムなんですが放

課後学習とか学習の部分がとても要る、必

要になると考えていますので、学校にはも
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う一部屋、わくわく教室で使える部屋をく

ださいというふうにお願いしています。そ

この部屋では高学年などは学習を中心に育

成室のプログラムとして自主学習を必ずし

ましょうとかそういう部分の学習プログラ

ムを考えたいなというふうに思っておりま

すという答弁でありました。 

  討論なし、挙手全員で可決されました。 

  続きまして第５０号議案、豊能町国民健

康保険条例改正の件につきまして、これは

４０万4,０００円にふえたということでは

なくて、片方の３万円が１万6,０００円に

減ったから、帳じりを合わすために４０万4,

０００円にしたということで総額は変わら

ないということでいいのかという質疑に対

し、そのとおりでございますという答弁で

ありました。 

  ほかに、６０人しか生まれていない現状

を考えると、町の施策として分娩入院費用

とか定期健診の費用なども含めることはで

きなかったのかという質疑に対し、町長の

ほうから、今の町のスケールメリットとい

いますか、それをフルに生かさないといけ

ないとは思っておりますと。小さいがゆえ

にというメリットも生かしていきたいとい

う思いはあります。ですのでそういった視

点というものも大事と思いますので、そう

いった視点を大事に考えていきたいとは思

っていますという答弁でありました。 

  討論なし、挙手全員で可決されました。 

  続きまして第５２号議案、豊能町立公民

館条例改正の件につきまして、質疑といた

しまして、料金の上がる具体的な論拠的な

ところをお示しいただきたいという質疑に

対し、財政健全化プランの中で先ほども原

価計算をさせていただきました。これも一

つの根拠であるというところで、まず中央

公民館、西公民館とも原価計算をさせてい

ただいて、公民館といいますのは公費負担

率が５０％、使用者５０％という中で原価

計算をさせていただきました。その中で結

果として中央公民館は今公費負担率が９

３％、西公民館が７７％とかなり安い、住

民の負担が低いということもありまして今

回の料金改定に至ったというところであり

ます。 

  あと値上げの理由につきましては財政健

全化プランに基づいて平成２６年度から平

成３０年度までの推進プランの中で改定し

たということであります。 

  ほかに質疑といたしまして、平成３０年

度までの推進プランということで伺いまし

たが、では平成３０年度までは上げないと

いう方針なのかという質疑に対し、財政健

全化推進プランに基づきましては、今度は

平成３０年度以降になりますので、それま

では改定は今のところ考えていないという

ことでございます。ただ消費税のほうがま

た変わるということになれば、その辺につ

いては検討する必要があるというふうに思

っていますという答弁でありました。 

  ほかに実際これで増収、これで町の予算

の中で年間どれくらいの金額を見込んでい

るのかという質疑に対し、今回の使用料改

定に伴いまして、まず中央公民館では７万8,

５６２円、西公民館につきましては３６万2,

３９５円の増収になるという答弁でありま

した。 

  値上げを認めると住民の皆さんになぜ上

がったんですかと聞かれる。その場合どう

いったところをどう説明すればいいのか。

例えばどういったところがよくなるとか、

そういったことの説明をできるのかという

ことを、施設的な改善はされるのかという

質疑に対し、修繕等の予算もございますの

で利用者に迷惑がかからないように優先順

位をつけて修繕のほうは今現在もさせてい

ただいています。今後使用料が上がったか
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らサービスが向上、使い勝手がよくなる、

その辺も含めて修繕も対応していきたいと

考えております。 

  住民の皆さんにとっては、値上げをする

とすごくふえたというふうにとられます。

たった７万円とか３６万円というふうには

思われません。値上げされたらすごく町の

財政が改善されたというふうに感じられる。

そうした値上げをしたことによる悪いイメ

ージを与える悪影響の効果というものを考

えられたのかという質疑に対し、この収入

増によって何かプラスアルファしようとい

う考えは基本的にはありません。財政再建、

財政健全化プランの中で歳入を上げるとい

う考え方、このことを具体化して４０万円

足らずではございますが提案させていただ

きましたという答弁でありました。 

  ほかに質疑といたしまして、公民館は公

ですので町の人間が使うというものは当た

り前であります。その使う人間のトップ、

町がグループのリーダーであって、その下

にどういう人が、どういう住所の人がいる

のかということを調べているのかという質

疑に対し、公民館の利用については社会教

育関係団体登録と公民館使用団体の登録と

２種類ありまして、社会教育関係団体登録

については会員名簿も全ていただいて、う

ちのほうで審査させていただいて登録をし

ています。 

  あと公民館の使用は公民館だけ使いたい

という方については使用内容届というのを

提出していただきます。そのときには利用

者の最大約５名くらいの、代表者を入れて

５名くらいを明記していただくことになっ

ております。その中で町内、町外の確認は

させていただいておりますという答弁であ

りました。 

  公民館やシートスだけではなく、ほかに

もさまざまな施設がある。豊寿荘とか永寿

荘とか、そういうところも使用料というこ

とで町長は今後考えているのかという質疑

に対し、豊寿荘、永寿荘とこちらとは位置

づけが違うものと認識しております。こう

いった形で料金をお支払いしていただいて

使っていただいている施設ということです

ので、そちらについては豊寿荘、永寿荘と

は位置づけが違うというふうに認識してお

りますという答弁でありました。 

  社会教育団体の登録をしているところに

対しての減免はどのようになっているのか

という質疑に対し、減免のほうは青少年、

青少年育成あとボランティアの団体だけが

減免の対象となっています。１００％減免

でありますという答弁でありました。 

  討論といたしまして、反対討論といたし

まして、豊能町の財政健全化推進プランの

中での今回のこの上程は私は反対をさせて

いただきます。やはりもっと中身を詰めて、

実際財政の健全化に臨んでいただきたい。

そして上げるのであればもっと具体的に、

公民館をどのように使っていきたいのか、

町全体を俯瞰して見ていただきたい、その

ために反対させていただきますという討論

でありました。 

  ほかに反対討論がありました。私は安い

とは思っていますが、もっと上げてもよい

と思っていますが、１年半後に消費税が上

がります。これは３０年後にもう一度見直

すとおっしゃいましたが、平成３０年、そ

のとき消費税が１０％になったときにまた

上げる可能性が出てきます。やはりもう少

し大きく負担していただく、そういうよう

な考え方で今後提案していただきたいとい

うことで、今回の議案については反対をさ

せていただきますという討論でありました。 

  採決の結果、挙手少数で否決されました。 

  続きまして第５３号議案、豊能町立総合

体育施設条例改正の件につきまして、この



 

 4－12 

値上げをすることによって幾ら、どれくら

いの効果額があるのかという質疑に対し、

トータルで４５９万3,６３５円であります

という答弁でありました。 

  町内、町外との区別化はされているのか、

料金等を含めて教えていただきたいという

質疑に対し、専用利用につきましては町外

が２倍、個人利用についても共用部分につ

いては２倍です。定期利用につきましては1.

２倍とお安くなっておりますという答弁で

ありました。 

  続きまして町内、町外の中で町内が優遇

されるような料金的なもの、例えば町内、

町外が差別化といったら、本来はそういっ

た差別化をするべきと思うが、そのあたり

はなぜできていないのかという質疑に対し、

教室利用につきましてはかなり町内、町外

の使用頻度は５５％が町内。４５％が町外

という形になっていますので、東京ドーム

としては皆さん均等に利用していただくと

いう考えだと思うんですが、その辺につき

ましては館長を含め一度お話しさせていた

だきたいとは思っていますという答弁であ

りました。 

  ほかに質疑といたしまして、町民だった

ら理解できるが、町外なのにほかのものは

２倍、例えばほかの施設も２倍になってい

る。しかし定期利用だけが1.２倍なのはな

ぜか、こちらも２倍にしたらという質疑に

対し、定期利用というものは確実に来てい

ただける会員さんということでございます

ので、町内、町外を含めて、町外のほうは

２倍とらずに1.２倍に抑えているというこ

とでありますという答弁でありました。 

  町内の方は税金を払っていただいていま

すので、基本的に町内の人を優先に使って

いただくようなことは考えているのかとい

う質疑に対し、アリーナ、体育館、テニス

コートを含めてですが、町内利用の方が９3.

７％、町外利用の方が6.３％ということで

ございますので、今のところ優先利用とか

そういう形で違いを設けるというようなこ

とは検討しておりませんという答弁であり

ました。 

  続きまして今回年齢条件が６５歳以上か

ら７５歳以上に変わる。実際この６５歳か

ら７５歳までの利用者数というのは全体利

用者数の大体何％を占めているのかという

質疑に対し、まず個人利用につきましては

全体で４万1,５７４人の利用の中で６５歳

以上が１万6,８９６人、４0.６％の利用で

あります。専用利用については６５歳以上

は一般と同じ金額ですので、あと定期利用

についてですが、全体で3,６３３人の利用

の中で2,８３５人、７８％が６５歳以上と

いうことでございますという答弁でありま

した。 

  討論なし、採決の結果、挙手全員で可決

されました。 

  第５５号議案、平成２６年度豊能町一般

会計補正予算の件（関係部分のみ）につき

ましては、質疑といたしまして、被服貸与

の件に関しまして、２年だったら２年、消

耗度合いによって３年、４年になるかもし

れないが、更新する際のその新規の被服の

管理はどのようにしているのかという質疑

に対し、古い物品については回収は行って

おりませんが個人のモラルで廃棄するよう

にしていますという答弁でありました。 

  続きまして公共性の高い事業者などの衣

服の捨て方、普通のごみとして捨てたとい

うことであるとそれを悪用されるケースも

多々あったりするというふうに考えます。

廃棄するときは例えば豊能町消防本部とい

うものを全部切って捨てるとか、そこがで

きないのあれば消防署のほうで新旧交代し

て新しいのを渡す。古いのを回収して何ら

かの廃棄物処理をするとか、そういった対
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応はされたほうがいいのではないかという

質疑に対し、今後そのように裁断して廃棄

するように指導してまいりますという答弁

でありました。 

  討論なし、採決の結果、挙手全員で可決

されました。 

  第５７号議案、平成２６年度豊能町国民

健康保険特別会計診療所施設勘定補正予算

の件につきまして、質疑といたしまして、

診療所についてもともと財政健全化推進プ

ランにも民間活力の導入を図るということ

で上げられていたが現状はどうなっている

のか。今後平成３０年度までに向けてどの

ように進めていくのかという質疑に対し、

地域の医療機関として末永く経営していた

だくということを前提にいろいろな付加価

値をつけていきたい。医療の法人もしくは

福祉的、具体的には介護施設を併設できる

ような法人、この辺に現在働きかけており

ますが、今のところよい返事をいただいて

いる状況ではないということでありますと

いう答弁でありました。 

  討論といたしまして、１件、賛成討論が

ございました。先ほどの第５６号議案、第

５７号議案も含めて討論します。やはり給

料をもらうのにはやる気を出してもらわな

いといけないので、人事院勧告がどうのこ

うのというより自信を持って上げてくれと

いうふうに町全体が一つになって住民の皆

さんのために大きな声で給料を上げてくれ

と言えないと思う。今後その辺も含めてち

ゃんと一丸となってやってもらうことを希

望して賛成討論しておきますという討論で

ありました。 

  採決の結果、挙手全員で可決されました。 

  続きまして第５８号議案、平成２６年度

豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算

の件につきましては、質疑なし、討論なし、

採決の結果、挙手全員で可決されました。 

  午後３時４０分に閉会というふうになり

ました。 

  以上で報告を終わります。どうもありが

とうございました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これより委員長報告に対する質疑を行い

ます。 

  審議がスムーズに行われるということと、

委員会の意思の安定という原則があります

ので、当該委員会所属の委員各位の質疑は

差し控えていただきますようお願い申し上

げます。 

  第４７号議案から第６０号議案までの１

４件に対する質疑を行います。質疑ござい

ませんか。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  第４９号議案、文面改定等々ございまし

て中身も違うんですけど、２条の中で児童

育成室に有料入室させようとする保護者は

町長が云々という中で、児童育成室に入室

させようとする保護者は町長の許可を受け

なければならないというような文面が出て

まいります。２条の２の中で、前項云々の

中で保護者の労働、疾病その他の理由によ

りその保育に欠けることの中で、保護者が

労働、疾病その他の事由により昼間家庭に

いない者で保育が必要と認められること。

その文言の中で、同じ改正前と改正後で何

か、昼間家庭にいない者でとか、入室させ

ない者とか、非常に言葉の使い方、僕は荒

いと思う。教育委員会はもう少し言葉に責

任を持ってもらいたい。保護者が労働、疾

病、それはわかりますわ。ところが次は昼

間家庭にいない者でって、子どものこと者

ですか。保護者や、ごめんなさい。保護者

かな。何かこの言葉、ちょっと僕はおかし

いと思う、者とかね。やっぱりもうちょっ

と名前を変えてもらいたいと思うんですけ
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ど、この辺について何か議論あったんです

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並委員長。 

○９番（永並 啓君） 

  条例の文言のことではと思いますが、使

い方にもうちょっと丁寧になってはという

ことですが、このことについての議論はご

ざいませんでした。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  野村です。 

  第５１号議案について御質疑をさせてい

ただきます。 

  一般会計からの繰入がなくなるというこ

とで、料金を直接的に、つまり今までは間

接的に負担をしていただいたんですが、住

民にしていただいたんですが、今回から直

接的な負担を強いるということになります。

これによってやはり料金が上がるというこ

とで、この出たプラス分について、その財

政健全化というのが大きな目的となってい

るんですが、これについて大変大きな効果

があるというふうな協議があったかどうか、

答弁があったかどうか、ちょっと確認をさ

せてもらいたいです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  岩城重義委員長。 

○７番（岩城重義君） 

  そのようなプラスのなる分の質疑はなか

ったと、答弁はございませんでした。 

○議長（竹谷 勝君） 

  そのほかございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。ございません

か。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  一括ですね。この後、採決は順番に入っ

ていきます。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩。 

（午後１時５８分 休憩） 

（午後１時５９分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  これより討論を行います。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  日本共産党の高尾靖子でございます。 

  今議会に提案されました議案に対して意

見を述べ、また第５１号議案、第５２号議

案に対して反対の討論をいたします。 

  第４７号議案については、保育の必要性

の認定の基準を定める条例制定の件でござ

いますが、全ての子どもたちに平等で豊か

な幼児教育を保障し、ニーズ調査をしっか

り受けとめて、改定児童福祉法２４条１項

に基づき、町が責任を持って現行水準を後

退させないよう維持、拡充を求めます。実

施に当たっては障害者の就労時間に配慮し、

現行の保育料など保護者負担の軽減を求め

ておきます。 

  第４９号議案、留守家庭児童育成室条例

改正の件については、全学年対象に引き上

げたことについては評価いたします。これ

まで行ってきた基準を後退させないこと、

また実施に当たって放課後わくわく教室と

の連携を図ることについては、職員配置や

集団の規模、実施条件などを確保すること

を強く求めておきます。 

  第５１号議案、下水道条例改正の件は反
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対です。今回値上げの理由は、人口減少や

節水型機器の普及により配水量の減という

ことですが、この問題を受益者負担に転嫁

することは認められません。人口増のまち

づくりなどのおくれが問題ではありません

か。今回、町長の財政健全化推進プランは

下水道事業特別会計への繰り出し2,５００

万円を削減し受益者負担を強いるものでや

めるべきです。今議会、財政調整基金8,２

１２万円積み立てるとしていますが、この

一部を使うだけで住民負担は避けられます。

下水道事業はものを売って利益を得る仕事

ではありません。このままでは数年置きに

値上げを繰り返すことになります。財政再

建であればライフラインに影響がないプラ

ンをつくることを推進を求めます。 

  以上をもって。 

（発言する者あり） 

○１２番（高尾靖子君） 

  ５２は、ちょっとこれは。 

（発言する者あり） 

○１２番（高尾靖子君） 

  いえ、第５１号議案は反対です。その他

の残余の議案に対しては賛成といたします。

以上で反対討論といたします。 

（発言する者あり） 

○１２番（高尾靖子君） 

  失礼します。済みません。第５２号議案

の反対の冒頭の討論いうことは、これはち

ょっと取り消します。失礼いたしました。

ごめんなさい。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  第４７号議案、第５２号議案に反対の討

論をいたします。 

  第４７号議案、法案そのものに反対では

ありません。しかしながら、先ほど委員長

からも報告がありましたように、この今現

在この法案の議案を審査しこれから採決に

入ります。その前になぜ保護者に説明し募

集することが認められるんですか。こんな

ことをすれば当然専決処分等々よりもはる

かにえげつない行為でございます。専決処

分は四つあります。一つはなるほど議会の

都合によってできないときもありますけど、

これはまさに議会も通ってないのに勝手に

やってる。こんなことが果たしてこの議会

で許されるのかということに対して、私非

常に怒りを感じております。こんなことが

認められれば議会の役目なんて何も要りま

せんわ。はっきり。したがって議会軽視と

いうよりもこの法案自体が無効だと。法案

の中身については賛成してるんですけど、

このやる手続自体が僕は無効と判断し反対

討論といたします。 

  第５２号議案、反対です。公民館条例。

これについても先ほど委員長報告ありまし

たけど、財政再建という名目で平成２２年

に財政再建プログラムの中で二十何項目か

ありました。その中に書いておりました。

それまで社会教育団体と言って登録すれば

公民館は皆減免措置を受けていました。そ

の経過すら知らない人が委員会でべらべら

としゃべっておりました。おかしいと思う。

そしてその当時はバス代も、東西連絡バス

のバス代も無料でした。６０歳以上は無料

でした。しかしとるようになりました。そ

れはなぜかというと財政再建という大きな

命題の中でやってきた推移があります。今

回しきりに学習課長は財政推進プログラム

の中によってやったとおっしゃってました。

しかしながら中央公民館はたかが７万8,０

００円です。値上げしても。しかもその理

由は吉川公民館が満杯やから中央公民館に

誘導しようとしたけど、なかなか失敗しま

したから適正価格という形で中央公民館値
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上げしました。全くこんなことが理由にな

りますか。私は不思議でしゃあなかった。

７万8,０００円そして吉川は、西公民館は

１割で３６万5,０００円。ちょっと前に覚

えてくださいよ。３日か４日前、ちょうど

１１月の前に臨時議会のときに、何も頼ま

れてもしないのに自分たちの三役の給料上

げましてんで。皆さん賛成したでしょう。

よう肝に銘じてくださいよ。そのお金はど

のくらいになるか、皆さん計算してはると

思いますけど、なぜそのようなことをてん

びんにかけて、財政再建ならば財政再建に

一生懸命やらなあかん。全部一緒です。そ

ういうことから考えて、私は本当にこのよ

うなお金をとって、しかも公民館活動を制

限するような形は断じて許せないと私は思

っております。ちなみにここで言うていい

かどうかわかりませんが、ウエルネス１万

歩という町からの施策が出ております。２

月２５日、３月２５日は水曜日です。一生

懸命２０年前からこの豊能町内で育んでき

た２０年にわたる民間の何にもない団体が

あります。水曜ウオークという名前です。

その水曜ウオークは同じ２月２５日水曜日、

３月２５日水曜日、同じ保健センターで、

町がやるやつは午前９時３０分、体操した

ら午前９時４０分か４５分になるでしょう。

私らはその中に大きく１４０人ぐらいの人

間が集まってます。その中でウエルネスと

いうことをやります。本当に町が全く目的

も一緒の健康という、あるいは公民館とい

う、本当に町民のささやかな楽しみまで、

何かわけわからんような形でやっておりま

す。だから私はこのことについては町全体

の反省の意味も込めて反対いたします。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほか。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  西岡でございます。 

  第５２号議案、第５５号議案に対し賛成

の討論をさせていただきます。 

  第５２号議案、豊能町立公民館条例改正

の件に対する賛成討論をいたします。 

  本議案は豊能町財政健全化推進プランに

基づき、歳入の確保と受益者負担の適性化

を図るため、町立公民館の使用料の改正を

行うものであるということであります。今、

西公民館、今回西公民館、中央公民館にお

ける財政負担率から、西公民館は１０％の

引き上げ、そして利用率の低い中央公民館

は２０％の引き上げということであります。

しかし、今の豊能町の真の財政健全化は、

単に対症療法では解決できず、根本的な完

全治療が必要な状況にあります。それはこ

れまでの右肩上がりの財政施策からの脱却

を図らなければならないということであり

ます。つまりこれまでは全て東西２局施設

体制が可能でありましたが、今後なお一層

進行する人口減、税収減、財源不足という

構造的な悪循環の進行の中で、東西２局施

設体制は継続不可能ということを認識しな

ければなりません。そして根本的な完全解

決なくしてなお２局施設体制を続行すると

いうことは、財政健全化の推進に逆行する

ものでございます。今後行政は在来の２局

施設体制を見直すこと、アウトソーシング

による社会教育施設のあり方等々含め、真

の財政健全化施策を根本的に見直し取り組

むことが肝心であろうと思います。以上の

ことを喫緊の課題として取り組み見直すこ

とを要望いたしまして賛成討論といたしま

す。 

  次に第５５号議案、平成２６年度一般会

計補正予算に関する賛成討論をいたします。 

  本議案の人件費増は人勧にかかわるもの

であります。人勧は国家公務員に対する制
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度であり、地方公務員もこの制度を参考に

し、それに準ずることには問題はございま

せん。ただし今回の給与改定に向けて国は

国家公務員に対し財政事情の深刻化に鑑み、

行財政改革の積極的な推進による総人件費

の削減、経費の見直し、節減合理化による

経費の削減、さらには定員の大幅純減の措

置を講ずることを示唆しております。同時

に地方公務員に対しても、地方公務員の適

正な定員管理の推進、行政の合理化、能率

化を図ることを期待しています。今回の衆

議院選挙は与党の圧倒的多数で決着いたし

ました。安倍内閣の地方活性化に向けた地

方創生は本気であります。いよいよ地方の

力量が試されるときであります。消滅自治

体に試案された豊能町の活性化の根本は国

が提言する総人件費の削減を置いてほかに

はないと私は思います。言いかえれば、人

件費は豊能町再生の分水嶺そのものであり

ます。そして地方の活性化イコール国の活

性化、消滅自治体の解消すなわち国力の創

生ということであります。ジョン・Ｆ・ケ

ネディの、国の求める前に国に何ができる

かということでございます。煎じ詰めれば

国と地方自治体の協働そのものであります。

国の地方創生を受け、近隣の対応は即実行

であります。箕面市においては平成２７年

度より多面評価、相対評価の導入、昇格・

降格基準の策定、再チャレンジ制度の導入

等々の評価制度の導入を本格実施、さらに

５年間の頑張る職員に報いる予算１０億円

の投入による１６億円の人件費抑制効果を

図り、差し引き６億円の効果を図る取り組

み等々、矢継ぎ早の対策を打っています。

また堺市におきましても、人事評価制度に

よる勤務手当への反映、スリムで筋肉質な

組織を目指し、定員数の２割以上の削減へ

の取り組み、さらに業務の再配分と職務・

職責の変化に応じた給与の検討として職員

の能力とやる気を引き出しつつ、市民にわ

かりやすい人事給与制度の見直し等々、積

極果敢な取り組みを実行しています。豊能

町においても人勧を単なる制度で受けとめ

る安易な昇級にとどめず、能力や実績を評

価できる人事評価システムの構築を図り、

的確な人事管理を促進することで頑張る職

員が報いられるめり張りの効いた給与体制

を構築し、組織の活性化を図ることが急務

であります。豊能町は６０億サイズの最大

のサービス産業であります。サービス産業

の基本は人材であります。まちづくり仕掛

け人の育成に向けた最良の人事給与体制を

早急に立ち上げ、まちの活性化に資するこ

とが肝心です。人勧による昇級の原資は国

ではなく町が確保するものです。安易な繰

出金操作による肥満自治体から、スリムで

筋肉質な活性自治体へと脱皮しなければな

りません。そして人件費の一翼を担う議会

の協力体制も必要不可欠であります。論語

にいわく、言必ず信あり行い必ず果たすで

あります。今後行政が一丸となり喫緊の課

題として人件費のあり方を真摯に取り組む

ことを願いまして賛成討論といたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ９番・永並啓です。 

  イノベーションとよのを代表し討論をさ

せていただきます。 

  まず第４７号議案については賛成討論さ

せていただきます。今議会で提案された議

案の内容が可決されていないにもかかわら

ず既に保護者に周知され募集も締め切られ

ていることは議会軽視ともとれることから

決して許されるものではありませんが、幼

児や保護者への混乱は避けるべきであるこ

とから賛成はさせていただきます。しかし
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委員会で出たさまざまな意見は真摯に捉え

ていただき、以降このようなことがないよ

う強く要望させていただき賛成とさせてい

ただきます。 

  続きまして第５１号議案につきましては

反対の討論をさせていただきます。今議会

は見事なまでの値上げ議会でありました。

さまざまな部分で住民の負担をふやす議案

ばかりでありました。少しでも未来につな

がる施策があるのであれば期待も持てるの

でしょうが、全くそれがありません。住民

に負担はしてもらいますがこういったとこ

ろに投資し若い人に来てもらいますという

ようなものが何もありません。ひたすら財

政健全化のための値上げという説明であり

ました。下水道料金だけを見れば大阪府下

で上から１３番目ということなのでそれほ

ど高くないというイメージもありますが、

上水道と合わせると大阪府下で２番目に高

くなります。近隣と比較してみても既に豊

能町は1.５から２倍ぐらい高い状況にあり

ます。現実問題として請求のほうは２カ月

に一度、上下水を合わせた料金が請求され

るため、住民にとっては上水と下水の区別

はありません。そして上下水道の料金は住

民の負担が露骨に見え、他市町村との比較

も簡単にできてしまうものであります。豊

能町は人口の定住化、転入促進が急務であ

ります。そのために行政としても住マイル

助成などの施策も打っております。現在の

ところ余り効果は上がっておるようには見

えませんが、現在豊能町に転入している人

は誰かが豊能町に住んでいる場合がほとん

どであります。そのために豊能町に住んで

いる両親と近居、同居の場合は助成金を出

しているくらいですが、成功しているとは

言えません。よく考えていただきたい。誰

かが住んでいるということは、豊能町の実

情について確認できるということでありま

す。豊能町に住んでいる人に豊能町のよい

点、悪い点を聞くと、悪い点では水道料金

が高い、交通費が高いということがすぐに

出てきます。しかしよい点はなかなか出て

きません。強いて挙げれば漠然とした教育

環境、自然であります。実際町長も答弁で、

豊能町の魅力は自然豊かとか安くて戸建て

が手に入るとしか答えられておりません。

これは一昔前の発想であります。つまり町

長も住民にとっても具体的な豊能町のメリ

ットというものがわからないという状況で

あります。誰かに豊能町のＰＲをする場合、

とよのんを使ってなどＰＲをする場合は、

水道料金は高いけど特徴的な教育をしてい

るから豊能町はいいよ。教育費はこれだけ

無料だからいいよ、お得だよというような

メリットが必要であります。まずそれをつ

くることが、値上げをする際にはそういっ

たものとセットにすることが必要でありま

す。将来が見えない値上げは閉塞感しか生

まれてきません。値上げをするけどこうい

ったことに力を入れて若い世代に来てもら

うようにするからということでしばらくに

関してはこの下水道料金に関しましては現

状のまま耐えることを選択すべきであると

判断し、第５１号議案には反対とさせてい

ただきます。 

  続きまして第５２号議案につきましては

反対の討論をさせていただきます。公民館

の使用料改定については財政健全化推進プ

ランの一環と言いながら、改定後の増収は

年間５０万円にもなりません。受益者負担、

料金の適性化等は理解しますので値上げは

やむを得ないと考えますが、受益者負担、

料金の適性化を求めるのであれば、使用料

が必要な福祉関係や学校施設も含めて施設

使用料をしっかりと見直し適性化すること

が必要であります。適性化をした上で減免

制度も示し、受益者負担を求めなければな
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りません。住民は値上げをしたら相当な増

収になると考えます。それを繰り返すと、

頻繁に値上げをしているという悪いイメー

ジだけが根づいてしまい、住民との協働を

進める上でもブレーキになりかねません。

現に答弁としまして、消費税が上がったと

きは検討させていただきますと答えていま

す。１年４カ月後の消費税増税を想定する

と、やはりそれまでに施設使用料の全てを

見直し再度改定をすべきと考えることから、

第５２号議案には反対とさせていただきま

す。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  採決の際、起立の場合少しそのままで静

止お願いしたいと思いますので。 

  第４７号議案、豊能町保育の必要性の認

定の基準を定める条例制定の件に対する委

員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１２：１） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立多数であります。 

  よって、第４７号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第４８号議案、豊能町税条例等改正の件

に対する委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４８号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第４９号議案、豊能町立留守家庭児童育

成室条例改正の件に対する委員長の報告は

可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４９号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第５０号議案、豊能町国民健康保険条例

改正の件に対する委員長の報告は可決であ

ります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第５０号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第５１号議案、豊能町下水道条例改正の

件に対する委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立８：５） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立多数であります。 

  よって、第５１号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第５２号議案、豊能町立公民館条例改正

の件に対する委員長の報告は否決でありま

す。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（少数起立５：８） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立少数であります。 

  よって、第５２号議案は、否決されまし
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た。 

  第５３号議案、豊能町立総合体育施設条

例改正の件に対する委員長の報告は可決で

あります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１２：１） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立多数であります。 

  よって、第５３号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第５４号議案、豊能町公共下水道水洗便

所改造資金貸付基金条例廃止の件に対する

委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第５４号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第５５号議案、平成２６年度豊能町一般

会計補正予算の件に対する委員長の報告は

可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第５５号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第５６号議案、平成２６年度豊能町国民

健康保険特別会計事業勘定補正予算の件に

対する委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第５６号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第５７号議案、平成２６年度豊能町国民

健康保険特別会計診療所施設勘定補正予算

の件に対する委員長の報告は可決でありま

す。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第５７号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第５８号議案、平成２６年度豊能町介護

保険特別会計事業勘定補正予算の件に対す

る委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第５８号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第５９号議案、平成２６年度豊能町下水

道事業特別会計補正予算の件に対する委員

長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第５９号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第６０号議案、平成２６年度豊能町水道

事業会計補正予算の件に対する委員長の報

告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 
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○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第６０号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  第５１号議案、豊能町下水道条例改正の

件に対する付帯決議を提案したいと思いま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ただいま、野村剛志議員から第５１号議

案に対する付帯決議の動議がございました。

動議には１人以上の賛成者が必要です。野

村剛志議員の付帯決議の動議に賛成の方は

起立願います。 

（賛成者起立） 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  動議に所定の賛成者がおりますので、成

立いたしました。 

  この際、暫時休憩します。 

（午後２時３４分 休憩） 

（午後４時１２分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  お諮りいたします。 

  ただいま野村剛志議員ほか２名から、第

１６号議会議案、第５１号議案豊能町下水

道条例改正の件に対する付帯決議が提出さ

れました。これを日程に追加し、追加日程

第１として直ちに議題にしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議あり」の声あり） 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なし多数と認めます。よって。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午後４時１４分 休憩） 

（午後４時１５分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  異議なしと認めます。 

  よって第１６号議会議案を日程に追加し、

追加日程第１として直ちに議題とすること

に決定しました。 

  追加日程第１「第１６号議会議案 第５

１号議案豊能町下水道条例改正の件に対す

る付帯決議」を議題とします。 

  提出者の説明を求めます。 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  議長のお許しを得て提案をさせていただ

きます。 

  第１６号議会議案、第５１号議案豊能町

下水道条例改正の件に対する付帯決議。 

  上記の議案を別紙のとおり、会議規則第

１４条の規定により提出します。 

  平成２６年１２月１９日提出。 

  提出者、豊能町議会議員野村剛志、賛同

者、管野英美子、賛同者、同、永谷幸弘。 

  提案理由。下水道事業特別会計の健全な

事業経営を確保する際に、生活弱者に対す

る特段の配慮を求めるとともに、個別業務

委託だけではなく一歩踏み込んだ包括業務

委託の検討を要望する。 

  第５１号議案豊能町下水道条例改正の件

に対する付帯決議。 

  今般の豊能町下水道条例改正を実施する

ことに関して、以下のとおり付帯決議する。 

  １．人口が減少し、町財政が逼迫してい

る豊能町において、人口流出を防ぎ新しい

担税力のある世代の流入を図るなどの、大

きな町全体の方向性を示さなければならな

い現状において、未来を担う低所得者層、
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また高齢社会における年金所得にて生活さ

れる住民に優しい施策を推進することを希

望する。特に生活に重要な上下水道の使用

料に関しては、配慮が必要であると考える。

そのため、下水道事業の個別業務委託だけ

ではなく、一歩踏み込んだ包括業務委託の

検討を要望し、今後の下水道の住民負担の

軽減を図ることを望む。 

  ２．財政健全化推進プランにおいて、歳

出の削減、住民負担ばかりが目立ち、ます

ます行政側と住民側との距離が開くと懸念

される。今こそ町を団結させ、住民に町の

運営に対する理解を得なければならない時

期である。そういった住民との合意形成を

進めていくためにも、きちんとした施策を

考え、何を削減し、何に特化をして町の魅

力向上、そして人口の増加を図るのかを明

確にして、施策の推進に努められたい。 

  以上、付帯決議する。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  今回、日本共産党は、とにかく財源を確

保するために一般会計からの繰り出しを削

減することについてはやめなさいと。そし

て削減じゃなくてやはり継続させることを

訴えてきました。そのことがここには述べ

られておりません。 

  そしてもう１点、包括業務委託の検討っ

ていうことはどういうことなのかお聞きい

たします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  まず今回、この第５１号議案については

賛成可決をしておるところと認識をしてお

ります。ですので引き続き今高尾議員から

ありましたように、本来なら住民にこれは

間接負担をしてもらった、いわゆる一般会

計からの繰入ですね。それが直接負担とな

ると。これは非常に残念な話でもあると思

うんです。ですけれど今決まったことに対

して今後さらに住民の負担を強いるという

ことをできるだけ回避したいと、そういう

思いを持って。また財政が緊迫していると

いうところは、これも認めざるを得ないと

ころで、これについてはしっかり町長に今

後の展望、何を本当に削減して何に特化し

ていくのかと。住民負担の軽減につながる

ような、特に生活に密着、大事な大事な水

道ですね。ライフライン、この部分につい

てのやっぱり値段負担というのは、今回の

付帯決議をもって要望をかけていきたいと

いうふうに思っているところです。 

  そして包括業務委託ということですが、

今既に幾つかのことが業務委託を進められ

ている部分ではあると思うんですが、これ

を各所各所ではなくて包括全体をマネジメ

ントして委託に移るということをすると財

源の確保につながる、こういうところが推

察されるので、このことを図ること、検討

してもらうというところをしてもらいたい。

できるだけ負担を住民に強いないようして

もらいたいというところで上げさせていた

だきました。既に個別には業務委託はやっ

ておると。その部分を包括でやった方がよ

りそのメリットが大きいのではないかと、

検討してもらいたいというところで話をさ

せてもらってます。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  今、町職員が頑張ってこれ経営して、経

営じゃなくて、職員も減らされたり、それ

と漏水の工事でもできるところは職員がや
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って財源の削減、そういう努力もしてきて

いるということも答弁でありました。それ

を今から全体に業務委託するいうことはど

ういうことですか。それおかしいですよ。

今、町が職員が頑張っているいうことを全

く認めなくて、町職員はどうすればいいん

ですか。そういうところでの責任はどのよ

うに考えておられるんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  この１２月議会の一般質問終わってから、

実はこの質問してたんですけど、その中で

実際上下水道に関して、料金の徴収につい

ては非常に担当部署は頑張って未納者を減

らしたと。約１０倍以上減らしたという、

こういう実績を本当にとられてました。で

すから原課のされたことに対して特に苦言

を申すところは今はありません。ただこの

付帯決議の２番にも上げさせていただいた

んですけど、要は歳出の削減、住民負担ば

かりがやっぱり目立っているんですよ。こ

れがやはり削減をして何に特化するかとい

うとこ、本当に町長に示してもらいたいと。

今回の議会の中ではやはりまだ多くを見な

いんですが、そのところをやはり今後も示

してもらうように努めていきたいと。です

から原課のほうで職員が努力をしてないと

いう話ではなくて、より一層の努力をして

ほしいと。今は個別的な業務委託にやって

いるんですが、包括的にやったらもっとス

ケールメリット、お金のスケールメリット

が出るのではないかと。だからそこを検討

を要望してるんです。既にそれがもう済ん

でいるのであればする必要もないのです。

でもさらに日々変わりますから、日々の中

で検討してもらいたい、こういうことを付

帯していきたいというふうに今回提案をさ

せていただきました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  あとございませんか。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ４番・橋本です。 

  ５点お伺いします。 

  まず１点目が、提案者は今回この第５１

号議案については賛成をされました。ただ

ここに書かれているような懸念がたくさん

あるにもかかわらずなぜ賛成されたのかと、

私には全くわかりません。本来これだけの

懸念があるのであれば反対してもよかった

のではないかというふうに思いますけど、

そのあたりはどうお考えか。まずそれが１

点目。 

  それと先ほどの包括業務委託、そこの理

屈はよくわかりますけども、今現状これは

行政は検討してるのかしてないのか把握さ

れてるかお聞きします。 

  次にこの包括業務の委託の検討を、仮に

これを今されてなければ、本来そちらを先

にやれば住民負担を強いなくていいんじゃ

ないかという仮説が立てられますけども、

そのあたりをどのように考えられたのかお

聞きします。 

  それと２番の、ずっといって、ますます

行政側と住民側との距離が開くと懸念され

るとあります。これ私どもも会派としては

そのように考えました。だからこそ今回公

民館の条例もそうですし、今回のこの条例

も我々会派は反対しました。先ほども申し

上げたようにこういう懸念があるにもかか

わらずあえて賛成をし、こういう付帯決議

をつけられる。私自身はすごく論理破綻を

してるなと。どっちかいうと既成事実をつ

くるだけというふうにしか見えませんけど

も、そのあたりはどうですか。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  答弁を求めます。 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  質疑は、今、五つでしたかな。 

（発言する者あり） 

○１番（野村剛志君） 

  四つやね。 

  一つ。まず、なぜ反対をせずに賛成して

というところですが、これは原課における

今努力を怠っていたのではないと。今です

よ。まだベストな状態ではないんですがベ

ターな状態で、今やれることを職員はこの

１年、もっと言うとこの直近の半年ぐらい、

実際まず自分たちのできることからという

ことで徴収、未納者に対して滞納者に対し

てとってきた。しかも自分とこの原課だけ

の話ではなくて、実際その横の連携で住民

に対するサービスの向上を努めてきたわけ

です。その中でやはり原課としては一般会

計からの繰入がなくなったということで、

その原課を健全に運営するためにこの値上

げは必要だと、原課として言ってきたわけ

です。ですから私はここは反対をしなかっ

たんです。しかしやはりこの町の行政の中

においてトップのガバナンスというのはと

ても大きなもので、このガバナンスを、は

っきり言うと期待をしているところです。

これは原課ではし尽くせんことがやはりあ

って、その部分の指示はやっぱり首長がと

るべきこと。それにおいて付帯を今回させ

てもらった。ですから賛成させてもらった

のは原課に対する今現状の努力というとこ

ろでの賛成です。しかし住民負担に対して

は町長にもっと施策を講じて何に、何を削

減して何に特化するのかしっかり方向を示

してほしいと。住民が納得するように。こ

んだけの負担強いられてもしゃあないよな、

仕方ないよなと言えるようなそういう方向

性を示してもらいたいということで付帯決

議に記載をさせていただいてる。 

  次に包括についてですが、包括、全体的

なことはまだされてない、実際やってない

です。一部についてはされている。しかし

だからやってないのか、やってるのか知っ

てるかと言われると、やっていると。まだ

してない。厳密に言うと一部についてはし

てない。一部してるでしょう。だから。 

（発言する者あり） 

○１番（野村剛志君） 

  だから個別ではやっているんです。です

がここからまだできるところがあるかどう

かというところは、いまだ検証、要はベス

トな状態にはなってないんだというふうに

察するところがあり、このようにｴｲﾖｳをさ

せてもらったところです。 

  それから下水道の原課から聞いているこ

とは、個別あるいは包括でのその委託とい

うところは全国的に及んで世界的にでは、

全国的にそして世界的に見られていると。

問題があるとは聞いてますが検討は今やっ

ているんだというところで原課からもお話

を伺ってます。 

  四つ目がちょっと抜けましたが。 

（発言する者あり） 

○１番（野村剛志君） 

  論理破綻をしていると言われた部分には、

私は論理破綻をしていないというふうに思

っています。それは１番について述べたと

おりです。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  とやかく言うつもりは余りありませんけ

ど、やっぱりこれだけたくさんの懸念が書

かれているにもかかわらず賛成してるとい

うのは、僕はすごく矛盾してるなと思うん

ですね。そこは僕は違うんじゃないか。こ
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れから当然これ議員の個々の判断ですから、

どうこう言うつもりはありませんけども、

その辺はもうちょっと勉強されるほうがい

いというふうに思います。 

  あともう１点、先ほど原課と首長という

話ありましたけど、これ議案出してきてい

るのは、第５１号議案別に原課じゃないん

です。これは町長の意志で最後出されてき

ている。それに対して別に原課はよくやっ

たけども首長がどうこうというのは、僕は

違うと思いますよ。その辺はやっぱり首長

が最終は判断されてここに出てきてるんだ

から、やっぱりそこは当然原課のことも踏

まえながらという思いやりの精神はすごく

わかりますけども、やっぱりそれは行政と

対峙するときは僕はそうじゃないというふ

うには、僕自身はそういう持論で臨んでま

す。それをどうこうせいということは全く

言いませんけども、やはりこれから野村議

員の長い議員人生の中でそのあたりはしっ

かりと、もうちょっと勉強を僕はすべきや

というふうに思いますので、しっかりと、

もうちょっと論理がつながるように、自分

が反対したことをしっかりと述べれるよう

にということはもっともっと勉強すべきや

というふうに思いますので、しっかりとや

っていただきたいというふうに、応援も含

めて言っておきます。答弁は結構です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  私は委員会で、町の９9.５％もの下水と

いうことを守るという形で賛成した者でご

ざいます。今、付帯決議が出されておりま

す。これについて非常に、先ほど橋本議員

もおっしゃったように唐突感があります。

賛成されてる方たちは同じ会派ではなく、

賛成反対ばらばら。そして賛同者の中にも

本当にこの中身を知ったかどうかについて

私はこの２時４０分から１時間何分休憩し

ましたけど、いまだに私は本当に賛同者が

中身を見て賛同したかどうかについても疑

問でございます。 

  一つだけわかりませんが、この下水道を、

第５１号議案で下水道の条例改正について

付帯決議出すほどの骨子となっている下水

道事業の個別業務委託だけでなく踏み込ん

だ包括業務委託を検討要望し。具体的に何

を要望するんですか。今、２人の方が聞い

ておったら中身わかりませんわ。何を要望

するんですか。何を期待してまんねん。そ

うしたら何を具体的に言って、それが下水

道の住民負担の軽減に図れるんですか。こ

れだけはわからない。こういうものを出す

ときには少なくともきちんとした具体的な

例がなければ僕はいけないと思ってます。

これが今回、今１２月議会で相当な値上げ

案があって、１２月議会の全ての案に対し

てこのような文書を出すなら私は結構です。

賛成します。しかし第５１号議案だけ狙い

撃ちみたいな形で出すのは私反対しますよ。

だから一遍私の言うたことについて、具体

的に第一次包括、包括業務委託についてお

答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  質疑にお答えをいたします。 

  具体的には、例えば本当に水道事業の下

水道両方ですけど民間委託をするとか、こ

ういったことも実は視察を行って勉強して

いるところでもあります。実際は多くの基

礎自治体においてさまざまな取り組みがな

されて、その町行政としての歳出を削減す

る手だては実はとられているところがあり

ます。しかし生活に直結したものに対して
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本来歳入歳出のバランスがとれているので

あれば実際は行政で私は生活のライフライ

ンというものはすべきことと、保全をして

いくことというふうに考えております。し

かし財政推進化プランの中でやると、切り

詰めるというところですから、そこについ

ては重きを置いた軸足のあるお金というも

のの歳入歳出においてどの手法が正しいの

か。目的は一つですよ。ですが手法は幾つ

もあります。その中での選択を町長にしっ

かりとってもらいたいというふうに思うわ

けです。住民がよりこの先どのように豊か

に暮らせるのか、そのあたりの方向性を本

当にお示しいただいて、それをこの付帯決

議の中に込めて出させていただいておりま

す。 

  特に福岡議員のおっしゃられるとおり、

先ほども橋本議員のおっしゃられるとおり

です。本来これは１２月定例議会の提案全

て、特に値上げをするものに対しては全て

言えることです。しかし私は今回はこの住

民の本当に先ほどから何遍も申し上げます

が生活に直結したライフライン、このもの

に対する負担の軽減をより一層そこに重点

を置いて、ここに置いて検討を要望したい

というふうに上げさせていただきました。

先輩議員からの御意見はごもっともと承知

しており、今後も私自身が勉強して、また

議員として成長したいというふうに思うと

ころであります。その中でこういったもの

についてはもっと掘り下げて提案もさせて

いただきたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  だから私は個別でなく、１２月のこのあ

らゆる値上げについて反対賛成を踏まえて、

議員の皆さんが反対とか賛成踏まえて、現

実的な問題としてこれを提案されて、値上

げに対して提案されるならわかります。だ

けど下水道にその包括業務委託云々という

形では僕は納得できなかったんです。財政

再建プランとおっしゃってましたけど、去

年の今時分ですわ。１２月の末、最終日に

出したときには、１２月２０日付と思いま

すけど出したときには下水道据え置きと書

いてました。ほんでいつの間にか２月には

下水道で、この５年間で１億円やったかな。

そういうことを増収を図りますと出てきま

した。俺この人、この町長さん何考えてる、

原課も踏まえて何考えてるんだと。何で下

水道だけやと。水道代も一緒に値上げした

らどうやねんと、私そう思いました。そう

するのがランニングコストって正常やと思

ってました。ところが下水道だから私は下

水道、この９9.５％の下水道のことをもし

仮に値上げしなければ崩れると思って、せ

っかく豊能町の下水道いうのはほとんど完

備されてますから、それを踏まえて僕はあ

えて賛成しただけです。決してあなたがお

っしゃっているように住民負担を強いると

いうことについては物すごい心の痛みを感

じてますけどそういう感じですわ。だから

論理は、あなたの論理じゃなし、町全体の

論理が破綻してるのも知ってます。このこ

とで僕は現実的な問題として個別に賛成反

対とすることは私はあえて選んだんですけ

ど、あなたの気持ちはわかりますけど、も

う一度だけ言いますわ。やっぱり具体的な

案を出していただくというのが本当だと思

います。賛同者の皆さんも本当に責任あん

のやったらきちんと出しなさい。終わり。 

○議長（竹谷 勝君） 

  お諮りいたします。 

  本日の会議時間は議事の都合により延長

したいと思います。これに御異議ございま

せんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  御異議なきものと認め、本日の会議時間

は延長いたしました。 

  あとございませんか。 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  済みません。９番・永並啓です。 

  幾つか質疑させていただきます。 

  まず生活弱者の人数というか、未来を担

う低所得者層また高齢社会における年金所

得にて生活させる住民というのは、大体ど

れくらいの割合がおられるのかお聞かせく

ださい。 

  それとやはり私も福岡議員同様、この具

体策がないといけないんじゃないかなとい

うふうに考えております。というのは付帯

決議を可決した場合、行政はそれに向かっ

て考えるわけですね、前向きに。それで余

りちょっと漠然とした感じだとどのように

考えていいのかも示すことができないので

はないかなと。 

  それと最後のもう１点は、この決議はい

つをめどに判断されるのか。今まで付帯決

議何回か出してますけども、一応行政が回

答するというか、付帯決議に出された内容

について履行する何か施策を打ってくると

いうことについてある一定の期限というも

のがありました。つい先日であればときわ

台の再開発の問題についても、一応前向き

にいろいろと検討しなさいということは言

ってます、付帯決議を可決していただきま

したけど、それについても期限があります。

そういった期限はいつをめどに施策の推進

というものに努められたいというふうにし

ているのかお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  まず先に期限から申し上げます。既にも

う次回の議会では年度の予算が出てくるわ

けです。ここに至っても既にこの包括業務

委託については検討をしてもらいたい。そ

の中で予算が、住民に負担をかけないよう

な予算あるいはその施策を考えてもらいた

いというふうに思います。それができるか

どうかは、要望ですので町長は考えていた

だきたいというふうに思います。 

  それから施策が示されていないと、逆に

言うたら具体例がないということですが、

例えば申し上げますが、これは本当に民間

業務委託そのもの、全てを移管するという

ことも踏まえて、これは例えばの例ですが

あえて申し上げておきます。今質疑があり

ましたので申し上げますが、あえて民間委

託も検討をしてもらいたいと。 

  以上です。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  もう１点。 

○１番（野村剛志君） 

  何やった。人数。これは実際、水道や下

水を使うその量ですね、このあたりで大体

世帯層というのは逆に原課のほうではおお

むね推測をできるところかと思います。詳

細な人数については私のほうでは今存じて

おりません。申しわけございません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  やはりその人数というのは非常に重要で、

それによってどれくらいの税収が上がるか、

賛成することによってどれくらいの弱者に

対する配慮をしたらいいのかということの、

金額が変わってくると思うんですね。人数

というものはやはり事前に示していただき

たかったなというのと、その理屈からいく

と、豊能町は高齢化社会が深刻ですね。そ
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れで年金生活で年金所得によって生活され

る方が多くいますとなると、野村議員の案

ではこの値上げした分の負担は若い世代、

今税金を払っている世帯で担っていただく

ということになるんですが、それでよろし

いのかお聞かせください。 

  それとあと期間についてですけども、来

年度の予算ということで一区切りされまし

たけども、例えばそれで出なかった場合、

やはり私は議会としても、決議賛成した議

員なんかは特に、何らかの対応というもの

をとっていく必要が出てくると考えるわけ

ですね。付帯決議として議会として出した

のにもかかわらず、それについて行政が何

も答えないとなると、予算についても否決

なりいろいろなことを考えていく必要があ

るのではないかと思いますけど、それが要

望だけであればちょっと付帯決議としては

ちょっと違うんじゃないかなと思うんです

が、そこら辺はいかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  今の、私が議員としてできる、この賛成

はいたしましたが、せめて住民に対するそ

の負担の軽減を、できるだけ早く解消して

もらいたいというところで、極めて抽象的

で曖昧ではありますが、そういう思いを込

めた付帯決議でございます。 

  それから何やったかな。 

（発言する者あり） 

○１番（野村剛志君） 

  若い世代。基本的にはやはり若い世代が

住んでいただいて、そして子どもが生まれ

て人口がふえる。やはりそういった世代が

後々大きなやはり担税をしてもらうという

ところで、そのあたりはまた検証をしてい

ただきたいというふうに思うところでござ

います。実際、そうですね、担い手ですね、

担い手がつまり豊能町に流入して、要は引

っ越してきやすいと、あるいは親がこの地

域におられて、その子どもたちの何人かい

る子どもたちのたとえ１人でもまた家族を

連れて帰ってくると、そういったところの

世代をふやしていただく、そしてしっかり

この地に定着していただいて、納税という

ものをしてもらいたいというふうに思って

います。その負担の軽減というのはその使

用料等で大体見て図れるところであるかと

いうふうに思っていますので、そのあたり

に対する価格の配慮をしてもらいたいとい

うふうに思うところです。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  これを読んでいる限り、一応値上げには

賛成されているわけですよね。それで値上

げすることは決まりました。そしたらその

値上げ分というものをここで負担軽減を、

ここに書かれている方たちの負担軽減をす

ると、おのずと若い世代の、今、担税力の

ある世代で負担するということでしか賄え

ないと思うんですね。ほかの部分を高齢者

の方と低所得者層の方に対する負担軽減を

するわけですから、その残りを、税収を今

払っている若い世代、多分その方たちが今

豊能町がとても転入していただきたいと思

っている層かなと思うんですけど、その方

たちへの負担を増ということになるかと思

うんですが、そこら辺は矛盾してないでし

ょうか。それを再度お聞かせください。 

  それと、やはり思いは私もこういう思い

は持っております。だから、それでここに

二つ目の最後ですね。きちんとした施策を

考え、何を削減し、何に特化をして町の魅

力向上、そして人口の増加を図るのかを明
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確にして、施策の推進に努められたい。こ

れはとってもよくわかります。そして我々

は常にそれを田中町長に言ってきました。

しかしそれが一度たりとも出てきたことは

ないと私たちは認識してます。それが実現

可能だというふうにお考えかお聞かせくだ

さい。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  それが示せるかどうかはもう町長次第だ

というふうに思っております。 

  それから私は、ここに今回付帯決議の中

に書かせていただいたのは、若い世代では

なくて未来を担う低所得者層の配慮したと

いうことで、実際若くて本当に収入が多く

なった人には本当に負担をしてもらったら

いいと思っているわけです。ですから若干

その質疑が、私がこの付帯決議に託したと

ころとは、申しわけありません、抽象的過

ぎたと思います。そこは私の言葉の使い方

の誤りだと反省をしておわびを申し上げま

すが、未来を担う低所得者層には配慮、若

くて担税力がある人は、要は納税する力の

ある人にはちゃんと出してもらいましょう

というところでございます。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  野村議員に質疑させていただきます。 

  この第５１号議案は限定された付帯決議

ですね。ところが内容を見ると町全体にい

ろいろな形に及んでいく内容であるねんけ

ども、例えば一つ質疑しますけども、提案

理由の生活弱者に対する特段の配慮を求め

る。具体的にこの下水道条例、値上げをし

たことに対してどういう配慮をするんです

か。お答えしていただきたいと思います。 

  それからこの２番目の件ですね。これは

この議案に対する付帯決議は何ら関係ない

文章だと思いますけど、その辺の整合性が

ないと思いますけども、それに関しての考

え方を答弁していただきたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  川上議員の御質疑にお答えさせていただ

きます。 

  まず減免という措置も、極端なことを言

いますと考えられるかと。そのあたりの施

策を行使するのは当然町長でございますが、

そこを検討してもらいたいという付帯でご

ざいます。 

（発言する者あり） 

○１番（野村剛志君） 

  さらに今度は負担を強いますので、強い

ることに対しての減免、新たな減免という

ところでございます。 

  それから２番については全体について。

ですが、先ほども申しましたが、はっきり

申しまして全体に対して言いたいのは山々

でございますが、ですから２番につけさせ

ていただきました。特に生活に密着したこ

の上下水、下水のこの価格の高騰について、

値上げについて言及をしたというところで

ございますので、御理解と御納得をお願い

いたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  この付帯決議そのものの考え方をもう少

しやっぱり理解して付帯決議をせんと、こ

の付帯決議いうのは下水道の条例改正に対

する付帯決議やから、先ほど永並議員がお
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っしゃったように、その内容がわからない

わけですね。そういうことで、今回この第

５１号議案の付帯決議するのには、この内

容の文章では整合性がないと思いますので、

もしこういう内容を理事者側に提案するな

ら、やはり意見書として、議会としての意

見書としてまとめて理事者側に要求すると

いう形にしたほうが整合性がとれると思い

ますけども、その辺の考え方はありません

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  既に上程をしております。そして私は何

度も先ほどから繰り返しておりますが、特

にライフラインに直結したものに対してお

願いをしております。川上議員から、大先

輩議員からの御指摘は今後の私の参考にさ

せていただきまして、次回より必ずそのよ

うに成長してまいりますので、御理解のほ

どよろしくお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  よろしいですか。 

  ほかございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  イノベーションとよのを代表して討論を

行います。 

  第５１号議案豊能町下水道条例改正の件

に対する付帯決議に対して反対の立場で討

論いたします。 

  ここに書かれているように、人口減少そ

れによる財政の悪化、もうここは本当に日

本全国の課題ですし、豊能町も当然であり

ます。ただ我々会派も申し上げたように、

転入促進、定住化の促進、また住民との距

離等々を考えると、今のタイミングではな

いのではないかというふうには感じてます。

だからこそ、今ここにたくさんの懸念が書

かれてますが、我々はこういうような懸念

を考えた上で、今ではない、もう少し待つ

べきだという判断で、例えば公民館の条例

もそうですし、下水道の条例も反対をさせ

ていただいたということでございます。 

  また先ほどの永並議員の質疑に対する答

弁にもありましたけども、ますますこれか

ら高齢化がふえ続けるのに、その高齢者の

負担をどんどん軽減する。また本来入って

きてほしい、そういう担税力のある若い方

に対しての負担をふやす、それは僕は違う

んじゃないかなというふうに思ってます。

そのあたりも考えた上で、やはり今回のこ

の付帯決議は拙速だったのではないかとい

うふうに判断をしているところでございま

す。 

  また何人かの質疑にもありましたけども、

これは第５１号議案だけに特化したもので

ある。ただここ我々会派についてはそうじ

ゃなくて、るる書かれている懸念について

は今回の値上げの事案について全て同様の

ことが言えるという立場で今回臨んでます。

だからこそ今回のこの第５１号議案に対す

るものではなくて、本来これはほかの条例

に対しても言えることだということもあり

ますので、これを認めることによって、例

えば公民館条例は我々の討論の中でも住民

との距離が、住民との協働を進めるに当た

ってブレーキがかかるのではないかという

討論をさせてもらいましたけども、その点

についても我々の述べてきた考え、主張と

いうのが曲がることになりますので、この

付帯決議については反対をさせていただき

ます。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  あと討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（少数起立４：９） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立少数であります。 

  よって、第１６号議会議案は、否決され

ました。 

  日程第４「福祉教育消防常任委員会の閉

会中の所管事務調査について」を議題とい

たします。 

  本件につきましては、会議規則第７３条

の規定により、閉会中の所管事務調査とい

たしたい旨、福祉教育消防常任委員会委員

長より申し出がありました。 

  お諮りいたします。 

  委員長の申し出のとおり、これを許可い

たしたいと存じますが、これに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、閉会中の所管事務調査は、委員

長の申し出のとおり許可することに決定し

ました。 

  議会運営委員会、広報特別委員会及び環

境問題特別委員会の各委員長より、閉会中

の調査申し出がありました。 

  お諮りいたします。 

  委員長の申し出のとおり、これを許可い

たしたいと存じますが、これに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  よって閉会中の調査を許可いたします。 

  以上で、本定例会に付された案件は、全

て終了いたしました。 

  よって、会議規則第７条の規定により本

日で閉会したいと思います。これに御異議

ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、本定例会は、本日で閉会するこ

とに決定いたしました。 

  これで、本日の会議を閉じます。 

  本定例会の閉会に当たり、町長から御挨

拶がございます。 

  田中龍一町長。 

○町長（田中龍一君） 

  第５回豊能町議会定例会閉会に当たりま

して一言お礼申し上げます。 

  本定例会は１２月８日に始まり本日まで

１２日間にわたり全ての議案に対し慎重に

御審議いただきありがとうございました。 

  また一般質問でもさまざまな御意見をい

ただきありがとうございました。いただき

ました御意見は今後の町政運営の参考とさ

せていただきます。 

  また町政を進めるに当たり、まち・ひ

と・しごと創生本部から提案される長期ビ

ジョンや総合戦略も踏まえながら、豊能町

でも総合戦略を策定し、引き続き人口対策

などに取り組んでまいります。 

  これから年末に向けまして寒さが続くも

のと思われますけれども、議員の皆様にお

かれましてはお体大切にしていただき、よ

き新年をお迎えいただくことをお願い申し

上げまして、簡単ではございますけれども

閉会の挨拶とさせていただきます。 

  どうもありがとうございました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これをもって平成２６年第５回豊能町議
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会定例会を閉会いたします。 

  どうもお疲れさまでした。 

 

閉会 午後５時００分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

第４７号議案 豊能町保育の必要性の認定の基準を定める条例制定の件 

第４８号議案 豊能町税条例等改正の件 

第４９号議案 豊能町立留守家庭児童育成室条例改正の件 

第５０号議案 豊能町国民健康保険条例改正の件 

第５１号議案 豊能町下水道条例改正の件 

第５２号議案 豊能町立公民館条例改正の件 

第５３号議案 豊能町立総合体育施設条例改正の件 

第５４号議案 豊能町公共下水道水洗便所改造資金貸付基金条例廃止の件 

第５５号議案 平成２６年度豊能町一般会計補正予算の件 

第５６号議案 平成２６年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 

       算の件 

第５７号議案 平成２６年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       補正予算の件 

第５８号議案 平成２６年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第５９号議案 平成２６年度豊能町下水道事業特別会計補正予算の件 

第６０号議案 平成２６年度豊能町水道事業会計補正予算の件 

福祉教育消防常任委員会の閉会中の所管事務調査について 

第１６号議会議案 第５１号議案豊能町下水道条例改正の件に対する付帯 

         決議 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 
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